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第１章 ～はじめに～ 

 

1．経営戦略の策定について 

 苓北町は、熊本県の南西部に点在する天草諸島のうち、最も大きな島である天草下島の北

西端に位置しており、西は天草灘を臨み、北は千々石灘を隔て雲仙岳を眺望できる町です。

昭和３１年に富岡半島が雲仙天草国立公園地域に指定されております。 

苓北町の汚水処理事業は、平成１１年４月及び平成１４年４月に坂瀬川鶴地区及び坂瀬

川木場地区で供用を開始した農業集落排水事業、平成１２年１月に供用を開始した特定環

境保全公共下水道事業、平成１０年７月に供用を開始した苓北町特定地域生活排水処理事

業の３事業で整備しており、苓北町全体における汚水処理の水洗化率は、平成３０年度末時

点で８７.９％に達しております。 

しかし、人口減少により施設利用人口も減少しているため、農業集落排水事業の使用料収

入も減少しています。使用料収入の減少に伴い施設管理費が不足し、維持管理を行えない状

況になることが予想されます。 

今後は、経営戦略の策定により、独立採算制を維持しながらも住民に身近な社会資本を整

備し、将来にわたり必要なサービスを提供していくことが重要な役割となっています。 

 

2．経営戦略策定の趣旨 

苓北町においては、毎年予算編成時に振興計画の見直しや農業集落排水特別会計の財政

計画を見直し、経営を行ってきました。 

一方で、総務省より｢経営戦略の策定推進について｣(平成２８年１月２６日付け)や｢公営

企業の経営にあたっての留意事項について｣(平成２６年８月２９日付け)が公表され、料金

収入の減少や老朽化した施設の計画的な更新等、今後は経営環境の変化における課題に対

応することが求められています。 

また、熊本県において、平成２９年３月に「くまもと生活排水処理構想２０１６」が策定

され、本町においても、熊本県の構想と整合性のとれた中長期的な目標に取り組むことが、

苓北町農業集落排水事業における経営戦略を策定するうえで必要になってきます。 

 そこで今回、苓北町農業集落排水事業の将来像を描くために「苓北町農業集落排水事業経

営戦略 Vol.1」を新たに策定しました。 

 

第２章 計画期間 

計画期間は、令和２年度から令和１１年度までの１０年間を計画期間に定めます。 

計画中間期である令和６年度に一度計画の見直しを行います。また、この間に農業集落排

水事業の計画が大幅に変更となった時や料金改定等を行った時など本経営戦略の見直しを

行います。 
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第３章 農業集落排水事業の現状と課題 

 

1．行政人口と区域内人口 

苓北町の人口は、平成２２年までは８千人以上いましたが現在は７，２２３人(平成３１

年４月現在)まで減少しています。さらに国立社会保障・人口問題研究所による今後の見通

しでは、令和１２年には５，７１２人になると予想されています。また、農業集落排水事業

区域内人口も同じように年々減少すると予想されます(図１)。区域内人口については、行政

人口に占める割合から計算しています。 

(図１ 国立社会保障・人口問題研究所数値より) 
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2．処理区域 

現在、苓北町の排水処理事業として、水色で示す農業集落排水事業区域並びに赤色で示す

特定環境保全公共下水道事業、その他の区域で特定地域生活排水処理事業により処理を行

っています(図２)。 

(図２ 苓北町内下水道区域図) 
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3．農業集落排水処理施設の現状 

(1)水洗化率 

苓北町の農業集落排水事業では、平成３０年度末時点で区域内人口は２０４人、水洗化人

口は１９３人、水洗化率９４.６％となっています(平成３０年度決算統計より)。 

 

(2)農業集落排水処理施設 

Ⅰ)鶴地区農業集落排水処理施設 

鶴地区の農業集落排水処理施設（表１）は、平成１１年４月１日から供用を開始して２０

年が経過します。鶴地区の接続数は、現在５２世帯中５１世帯が農業集落排水へ接続済みで

あり水洗化率は９８.１％となっています(平成３０年度決算統計より)。 

鶴地区農業集落排水処理施設管路は、鶴地区の地形を生かした自然流下と３箇所のマン

ホールポンプによって処理場まで流れています。管種については、塩ビ管を使用しています。 

名称 鶴地区農業集落排水処理施設 

所在地 苓北町坂瀬川字鶴口 

計画処理対象人口 ２１０人 

処理施設数／ポンプ施設数 １施設／３施設 

管路延長 ２.４㎞ 

計画処理能力(平均汚水処理量／日) ６２.１㎥／日 

処理方式 接触ばっ気方式 

供用開始年月日 平成１１年４月１日 

（表１ 鶴地区農業集落排水処理施設の概要） 
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Ⅱ)木場地区農業集落排水処理施設 

木場地区の農業集落排水処理施設（表２）は、平成１３年４月１日から供用を開始して１

８年が経過します。木場地区の接続数は２７世帯中２１世帯が農業集落排水へ接続済みで

あり水洗化率は７７.８％となっています(平成３０年度決算統計より)。 

木場地区農業集落排水処理施設管路は、起伏に富んだ木場地区で管路１.２㎞マンホール

ポンプ４基によって処理場まで流れています。管種は、塩ビ管がほとんどを占め、一部ヒュ

ーム管を使用しています。 

名称 木場地区農業集落排水処理施設 

所在地 苓北町坂瀬川字古場 

計画処理対象人口 １１０人 

処理施設数／ポンプ施設数 １施設／４施設 

管路延長 １.２㎞ 

計画処理能力(平均汚水処理量／日) ２９.７㎥／日 

処理方式 接触ばっ気方式 

供用開始年月日 平成１４年４月１日 

(表２ 木場地区農業集落排水処理施設の概要) 
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(３)放流水 

鶴地区農業集落排水処理施設で浄化された処理水は、松原川へ放流しています。また、木

場地区農業集落排水処理施設で浄化された処理水は、小路川へ放流しています。放流水は、

四半期に１度水質検査を行い厳格に管理しています(図３)。今後も、水質検査を行い生物の

住みやすい河川を維持していきます。 

(図３ 放流水の計量証明書) 

 

4．農業集落排水事業の経営 

 

(１)苓北町農業集落排水処理施設使用料 

農業集落排水事業の料金形態としては、水道使用量に応じた従量制を採用しています(表

３)。 

区分 排除汚水の種類 
基本料金 超過料金(１立米につき) 

排除汚水量 金額 ４９立米まで ５０立米以上 

１ 一般汚水 ５立米まで ６００円 １９０円 １７０円 

２ 臨時用汚水 １立米当たり ４００円 

(備考)一般汚水とは、区分２に揚げる排除汚水以外のものをいう。 
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例 ２０㎥の場合（税抜き） 

基本料金 超過料金 使用料金 

５㎥ １５㎥ ２０㎥ 

６００円 ２，８５０円 ３，４５０円 

(表３ 農業集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例より) 

 

(２)苓北町農業集落排水事業の有収水量 

鶴地区及び木場地区の有収水量の推移ですが、年々減少傾向にあります(図４)。水洗化率

が上昇する一方、有収水量が減少している要因としては、人口減少と併せて節水意識の高ま

りや節水器具の普及が考えられます。 

 過去１０年間の水洗化人口と有収水量の関係性から水洗化人口の減少に伴い有収水量も

比例して減少することが予想されます (図５)。農業集落排水事業区域内では、一般家庭の

接続のみで有収水量に最も影響を与える要因が区域内人口と考えられます。 

 将来の水洗化人口については、国立社会保障・人口問題研究所の本町における将来人口を

基に、水洗化人口が行政人口に占める割合から計算しています。また、有収水量は前年度有

収水量に過去５年間の平均減少率を乗じて計算しています。 

 

(図４ 水洗化人口と有収水量) 
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(図５ 将来の水洗化人口と有収水量の予測) 

5．苓北町農業集落排水事業の課題 

苓北町農業集落排水事業は、機器の老朽化による維持管理費の増加や人口減少に伴う有

収水量の減少に伴う料金収入の減少が予想され、今後さらに事業を取り巻く環境が厳しい

ものになっていきます。使用料収入が減少する中で、今ある設備をいかに費用を掛けずに維

持していくかが今後の課題となっています。 

 

第 4章 経営の基本方針 

 

1．安定した経営に向けて 

今後も人口減少・少子高齢化により使用料収入の減少が予想されます。使用料収入の減少

により農業集落排水事業を取り巻く環境は厳しくなると予想されます。しかし、厳しい状況

の中でも住民へ安定したサービスを提供していく必要があります。農業集落排水処理施設

利用者へ｢安定した汚水処理サービスを提供する」ことを基本方針として定めます。 

 

2．安全で安心な暮らしの実現 

近年、熊本地震や豪雨災害など自然が猛威を振るい汚水処理に大きな被害を与えていま

す。農業集落排水事業では、平成２６年度に策定した農業集落排水事業最適整備計画に基づ

き、計画的な更新を行い安定した処理を目指します。 

 

3．住民参加の推進 

施設を適切に維持していくためには、利用者の協力が必要不可欠です。策定した経営戦略
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を広報紙やホームページを使用し住民との共有し、情報の「見える化」を図り、農業集落排

水事業へ対しての理解促進に努めます。 

施設利用者のニーズを把握するためにアンケートを実施し、どのような要望があるのか

把握し、よりよい農業集落排水事業を目指します。 

 

4．投資計画 

施設利用者が快適に利用するためには、施設の安定的な運営が重要です。そのために、平

成２６年度に策定した農業集落排水事業最適整備計画を基に、計画的に施設・管路等の更新

を実施していきます。 

令和３年度から農業集落排水事業最適整備計画に基づき、処理施設、マンホールポンプ並

びに管路の修繕や交換を行い、安定した処理と経営を目指します。 

 また、農業集落排水処理施設の更新の際には、公共下水道との統合も視野に入れ検討して

いきます。 

 

5．財政計画 

財政計画の算定については、これまでの実績と平成２６年度に作成した農業集落排水事

業最適整備計画を基に試算しました。 

 収入については、料金収入を主な収入とし、更新工事や施設更新を行う時には地方債の借

入や国庫補助金で賄います。料金収入については、区域内人口や有収水量の減少が予想され

るため、年々減少させて試算しています。試算方法は、有収水量へ立米単価を乗じて計算し

ています。地方債については、投資的支出が発生する年度において国庫補助で補えない費用

の借入を考えています。料金収入が減少していくと安定的なサービスを提供できなくなる

ため料金改定も検討していきます。 

支出については、農業集落排水処理施設の維持管理費や地方債償還金が主な支出になり

ます。営業費用については、農業集落排水処理施設の維持管理費の支出になり、汚泥汲取り

料、電気料及び管理委託料が主な費用になります。資本的支出の建設改良費は、農業集落排

水事業最適整備計画を基に更新を行うことを想定して算出しました。建設改良費の費用は、

国庫補助金と地方債により賄うように計画しています(図６)。 

他会計繰入金については、地方債償還分金や料金収入で賄えない管理費に充てる計画と

しています。計画期間内に料金改定を行い、使用料収入で管理費を賄うことが基本的な考え

ではありますが、利用者負担を大きくしないため他会計繰入金を充てています。 
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(図６ 投資・財政計画)
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第 5章 経営の効率化・健全化 

 

1．加入促進 

現在、鶴地区で整備人口１３７人に対して水洗化人口が１３６人で加入率が９９.３％で

す。木場地区は整備人口６７人に対して水洗化人口が５７人で加入率が８５.１％です。両

地区とも８５.０％を超えており未接続人口は両地区合わせて１１人です。今後、未接続の

家庭へ加入のお願い文書を送付したり、直接家を訪問しお願いしたりと、加入率を上げる取

組を行います。 

 

2．広域化・共同化 

広域化については、鶴地区・木場地区の処理施設の間に峠があるため、各処理施設の統合

は不可能だと考えます。また、近隣自治体との統合も下水道管の末端との距離が遠いため不

可能だと考えます。 

共同化については、現在検討している公共下水道との統合を視野に入れた下水処理施設

と農業集落排水処理施設の維持管理委託の共同発注や薬品等の消耗品の共同購入を行うこ

とで経営の効率化を図ります。 

 

3．民間委託・ノウハウの活用 

現在、農業集落排水処理施設の管理は供用開始時から民間業者へ委託し、維持管理を行っ

ています。機器の修繕や更新は、町職員が現状を把握し必要に応じて発注を行います。今後

は他自治体との情報共有を行い、最適な修繕や更新を行っていきます。 

 

4．組織・人材育成 

これまで技術職員の不在の中、苓北町農業集落排水事業を運営してきました。人口減少に

よる使用料収入の減少は、農業集落排水事業を継続するうえで直面する大きな課題といえ

ます。利用者からの農業集落排水処理施設使用料で農業集落排水事業が運営されているこ

とを、職員一人ひとりが認識し、自ら技術の研讃に励まなければなりません。そのため、こ

れまで以上に各種研修に積極的に参加していくことでさらなる職員の育成、資質の向上に

努めます。 
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第 6章 事後検証 

経営戦略の策定期間は１０年を計画していますが、中間期にあたる令和６年度に一度進

捗状況の見直しを行います。また、料金改定や施設更新など農業集落排水事業に大幅な変更

があった場合も経営戦略の見直しを行います。 

見直しについては、「PDCAサイクル」を導入し、経営戦略のとおり実行できているか検証

していきます(図７)。 

 

(図７ PDCAサイクル) 
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